
2018 年度ＪＬＡ中堅職員ステップアップ研修（１）⑦   2018.12.3 蓑田明子 

1 

図書館運営の評価と指標  

 

0. 今日の流れ 

（１）めあて 

１ 「評価」の意味、手法を再確認する。 

    ２ 自分の仕事を「評価する」練習をする。 

３ 職場に帰ったら、今までより「評価」を意識して仕事をする。 

図書館や行政全体とつなげる意識を持つ。 

  

（２）タイムスケジュール 

   ～13：45 講義 

   ～14：00 休憩 

   ～14：30 グループワーク 

   ～15：00 発表・まとめ 

  

１．なぜ評価が必要か 

（１）一般論として 

・自分を知るための評価 

・人に知らせるための評価 

・比較も大事な手法 

 

（２）公共図書館の世界では 

 ・職員、職場として、自分の仕事を判断するための評価 

 ・行政組織内、その外（議員、住民など）に状況を知らせる義務とアピール 

 ・経年変化、周辺や同規模自治体との比較により現状を把握する 

 

  究極の目的は、「住民により良い図書館サービスを提供する」ための一手法 

 

（３）事前課題から見えたもの 

「よりよい図書館サービスの提供を目指す」目的から評価に関する研究や実践は長年ある

が、「確立している」状況になっていない。指標、判断基準とも開発途上。 

 

①「行政報告」 課題の目的よりレファレンス問題になってしまった。 

 

全国統一で作成するが、タイトルが色々、掲載内容も色々。 

タイトル例：行政報告書、歳入歳出決算に係る主要な施策の成果説明書、主要な施策の成

果、主要な施策に関する説明書 

 

地方自治法 第二百三十三条  

５ 普通地方公共団体の長は、第三項の規定により決算を議会の認定に付するに当た

っては、当該決算に係る会計年度における主要な施策の成果を説明する書類その他政令

で定める書類を併せて提出しなければならない。
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②自分の仕事に関する評価の具体例 

資料展示を含めたイベント 

 

資料管理（収集、デジタルアーカイブなどの作成） 

 

テクニカルサービス 

 

「評価」の目的、意義に照らして、上記の結果で「図書館の評価」は十分か？ 

でも、これが一般的な現状。 

一方、近年ますます「評価」は必要性が増している。 

 

・平成 20 年 図書館法改正（第 7 条） 

・平成 24 年 「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」 

・行政手法としても社会的要請がある。公開の時代（事務事業評価など） 

 

２．評価とは  

（１） ＰＤＣＡのサイクルの中に位置づけて 

    

   Ｐ：       Ｄ：       Ｃ：評価    Ａ： 

 

 

（２）指標を使う意味 

単なる感想でなく、指標は客観的に提示できる、共有して判断材料とできる。 

比較できる。 

 

３．図書館を評価する材料としての指標 

（１）数値 

 ①インプット指標：金銭的資源、情報資源、人材、施設・設備など投入した材の数値 

 

 ②アウトプット指標：図書館が提供したサービスの利用状況に関わる数値 

 

 ③アウトカム指標：図書館活動が生み出した効果・役割の達成度 

 

 ④プロセス指標：インプットからアウトプットに至る過程の効率性に関わる数値 

 

・ＪＩＳ 図書館統計、図書館パフォーマンス指標 

 ※ＩＳＯ 図書館のインパクト評価のための手法と手順 2014 

・文科省 社会教育調査「図書館調査票」 

・ＪＬＡ「日本の図書館」 

 

（２） 数値以外の指標 

 数字の多少で測れないものを表現する。 

 目標・基準をチェックリストとして活用する 

 様々な手法：アンケートなど 

 

 ・文科省「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」 2012 
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 ・ＪＬＡ『公立図書館の任務と目標』「図書館評価のためのチェックリスト」 2004 

 

４．具体的な評価例 

（１）実施の動機 

①図書館独自 実施例 

 個々の事業報告 

年次報告・自己評価 

図書館協議会などの外部評価 

指定管理者などの報告 

 

②行政組織 実施例 

 決算に係る会計年度における主要な施策の成果を説明する書類 

行政評価、指定管理者評価 

総合計画、子ども読書活動推進計画などの達成状況調査 

 

 

（２）評価対象 

  ①資料提供に関わるもの 

 

  ②その他の事業に関わるもの 

 

  ③テクニカルサービスに関わるもの 

 

  ④上記の組み合わせ 

 

５．グループワーク 

 

2 問のうち、どちらかについて評価指標を考える。 

 

①中高生対象のおすすめ本のＰＯＰコンテスト 同時開催：関係資料の展示 

 自作ＰＯＰを集めて館内展示、コンテストをして表彰式 

 

 

②資料収集に関する業務 

 選書、発注・整理 

 

 

 

６．まとめ 
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